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 学生の主たる研究関心を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資す

るよう、大学院共通科目または学術院共通専門基盤科目から１単位、研究群共通科目のうち「修士論文合同演習」、

「研究法入門」または「Academic Writing and Research Ethics」の2単位を必修とする。研究指導においては、複眼

的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じて他学位プログラムの教員も参画）とする。具

体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン等を踏まえて決定する。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethics、プロジェクト

演習1A,1B,2A,2B,2C,2D、修士論文作成、学会発表などにより、高度な知識を社会に役立てる能力（1．知の活

用力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2) 、プロジェクト演習1A, 1B, 2A, 2B, 2C, 2D、

達成度自己点検、外部コンテスト等への参加などにより、広い視野に立ち課題に的確に対応する能力（2．マネ

ジメント能力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、国際日本研究のための日本語、国際日本研究のための英語、学会発

表などにより、専門知識を的確に分かり易く伝える能力（3．コミュニケーション能力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2)、日本政治と市民社会１、2、 TA経験、チーム

でのコンテスト参加、学会での質問、セミナーでの質問などにより、チームとして協働し積極的に目標の達成に寄

与する能力（4．チームワーク力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのグラントライティング入門、国際日本研究のための日本語、国際日本
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